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湖南市議会議員 

赤祖父ゆみ 
 

            

 

     

 

         

                   

                  今年の夏は本当に暑い夏でした。8 月 

                 のお盆前から疲労から大腸炎にかかり、 

                 免疫力の低下から、あれだけ用心していたコロナウイルス 

                 に感染してしまいました。ギリギリ 9 月 1 日から開会した 

                 9 月定例会には間に合いましたが、後半のお祭りには欠席 

となり大変残念でした。小規模多機能自治センターについ

ての地域の学習会。また、中学校区で開催されたタウンミーティング。そして、電話やメールと

様々な場所で、市民の皆様からご意見をお聞きしてきました。今議会に、石部文化総合センター

の中に設置している「石部図書館」「石部文化ホール」の廃止条例が提出され、私は、福祉教育

常任委員会に属していますので、石部図書館の廃止議案が付託され、そのプレッシャーを感じて

きました。市民にとっては大切な図書館です。タウンミーティングのご意見をお聞きしていても、

石部地域だけでない多くの市民が、「知らなかった。なぜ最初に壊されるのか。耐震基準はクリ

アしているのに」といった声をお聞きしました。これから、湖南市も少子高齢化、人口減少とい

った課題を抱えています。コロナ禍でますます人とのつながりが希薄化し、経済的にも格差が生

まれました。職員の数も減っている中、市民ニーズは深刻化し、多様化しています。 

「市民の皆様の助け合い」がこれからは必要不可欠な状況の中、小規模多機能自治センターの考

え方は間違っていないと思っています。しかし、十分な話し合いもないまま、市民にとって大切

である図書館を廃止してしまうこと、この議会で決めてしまうのは、急ぎ過ぎではないでしょう

か。市民の思いは置き去りです。協力が必要とされている今だからこそ、十分な議論が必要だと

私は思います。一般質問でも提案してきましたが、人と人を繋ぐ居場所として、小規模多機能自

治センターを活用し、その媒体として本がある。本が人を呼び、賑わいをつくるのです。子ども

家庭庁が今後、市町に提案してくる施策に答えるための居場所として、本を活用してはどうでし

ょうか。他の市町でもすでに事業展開されています。どんなセンターをつくっていくのか、未来

の図書館とはどんな図書館なのか。私たちの大切な財産を無駄にしてほしくないと願って止みま

せん。皆さんも一緒に考えていきましょう。 赤祖父 ゆみ 
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多くの傍聴者が来られる中、審査が進められました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員会の中で、市長は、小規模多機能自治

センターの機能に図書館を入れる事は難し
いと述べた。他市でも様々な横断的な居場所
の創出事業がなされており、この発言は大変
残念でならなかった。タウンミーティングの
多くの市民のご意見を考慮すべきであり、議
論不十分で継続審議とし、決定としました。 
議案第 54 号石部文化ホール廃止に関する議案も
継続審査となりました。同じ石部文化総合センタ
ー内に設置されている事もあり、10 月 13 日に閉
会中の調査合同審査となりました。 

 
 
老齢年金だけで暮らしている高齢者は、物価上

昇に伴い、大変厳しい現状があります。安心して
暮らせる老後をすべての国民に補償すべきと考
え、賛成をいたしました。        採択 
 
 
 
 子どもの医療費助成については、県が小・中学
生を含めて 18 歳までの医療費を負担すべき（県
が 2 分の 1、市町が 2 分の 1）です。国の財政支
援を求める意見書に賛成をしました。   採択 
 
 
 
・モニュメント修繕にかかる費用 19 万 3 千円 
・旧柑子袋会館解体工事    7145 万 6 千円 
・一時保育職員報酬費の増額   104 万 7 千円 
  新型コロナウィルス感染症が5類に分類され 

たことにより、社会情勢が通常に戻ってきた 
・十二坊ゆららポンプ施設更新設計委託費 
                181 万 5 千円 
  ポンプ施設の老朽化により1台の故障が判明 

したため、設計のための増額補正。 

 子どもの医療費助成拡充に伴う 

財政負担に関する意見書  

   

 

 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

 
 
  
 今定例議会に急遽、副市長に関する追加議案
が提案され、全員賛成で可決しました。私の一
般質問でも、大変丁寧に回答いただいた部長で
あり、生田市政の右腕となって活躍いただける
ものと期待をしています。 
 
 
 
主要財政指数の経常収支比率が 6.6ポイント低下

の 89.2％と依然高い数値を示しています。この原因
として、公債費や、高齢化の進行による扶助費など
の義務的経費と新型コロナウィルス対策による歳
出の増加によるもので、硬直化した財政状況です。 
市税の徴収未済額は前年度より 795 万円増とな

り、更なる収納対策が望まれるところです。 
  
 
 
 
 
 
令和 5年 5月に新型コロナウィルスが 5類感染
症となりましたが、まだ油断出来ない状況で
す。今年の夏は一段と暑く、熱中症で緊急搬送
される方も多く、消防署員の救急出動件数は、
令和 5 年度上半期では 3190 件。前年同期と比
べ 268 件の増加となっている。火災件数も増加
した件数を維持しています。 
質問 
・近年の退職者数と降格者数 
・消防車両 1 台当たりの乗車人数と延焼阻止体 

制。その課題について。 
・予防業務（火災警報器の設置推進や商業施設 

等への消防設備点検、火災予防の指導）の現 
状について。 

・通信指令育成の勤務体制について。 
・地域や学校、事業所への防火指導状況。 
・職員人材育成の現状について。 
・年次有給休暇の取得率について。 
・内部通報システムの導入について。 
・両市の消防行政を担う消防本部としての課題 

解決について。 
答弁 
 退職者は本年度に入り、合計 13 名で、降格 
者数は、平成 29 年 12 月に組合職員希望降任 
制度実施規則が制定されて以降 8 名。現在の 
職員数は 190 名。車両 1 台当たり 5 名配置が 
望ましいところ、2 人から 3 人といった体制。 
延焼阻止体制も図れていない。通信指令課の 
勤務体制は通常の夜間当直勤務の 2 時間お 
きに交代する体制に至っていない。相談窓口 
については、ハラスメント以外の相談窓口が 
ないので、対応を検討していく。 

私の意見 
 今後は、予防策や市民の協力も重要。まずは、 
人員を増やす事。予算も必要と訴えました。 
 
 

石部図書館を廃止する条例・・継続審査に！ 

        

 

   

 

 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

  湖南市副市長誕生！！  

      橋本弘三氏（健康福祉部長） 

   

 

 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

福祉教育常任委員会審査   

 

一般会計補正予算（第 5 号） 可決 

 
 
 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

私の指摘点 
・法に定められた図書館協議会で、石部図書館が 
廃止される説明、協議がされずに決定された点 
について妥当性に欠くのではないか。 

・湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画に 
石部図書館については、西庁舎およびその周辺 
整備の利活用を検討していく中で検討とされて
いるが、先に石部総合センターを壊すのは急ぎ
すぎではないか。 

・資料として示された石部の新しいセンターのイ
メージ図には、図書コーナーが設けられていない 
→これからの議論 

・本を活用したまちづくりについて、多くの意見 
が出されているにも関わらず、本の移管作業を 
進めているのは民意軽視ではないか。 

・アフターコロナの格差が広がり、人の繋がりが 
希薄になった今だからこそ、本を囲み、市民が 
出会う居場所が必要なのではないか。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     令和 4年度決算審査   可決 

   

 

 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

  物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める請願 

   

 

 

舎周辺整備事業！じっくり計画！ 

予算常任委員会   

 

審査結果 

決算常任委員会   

 

甲賀広域行政組合議会定例会（9 月 29 日）可決 

 

 

 

一般質問 

   消防体制の現状と課題について 

     

 

     

  



一般質問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                        

 

  

 

 

 

 
 
 
問 本市の孤独・孤立者、自殺者の現状につい

て。コロナ後の影響について。 
答 自殺者は、平成 23 年の 16 人をピークに

減少傾向にありましたが、コロナ禍以降の
平成 2 年は 17 人と増加し、感染症流行に
伴う失職による経済・生活問題に影響があ
ったのではないかと推察している。孤独・
孤立者も国のデータによると、令和３年調
査時より増加している。 

 
問 国は、本年５月 31 日、「孤独・孤立対策推

進法」を成立し、孤独・孤立対策地域協議
会設置を地方公共団体の努力義務とした
が、市の設置の考えは。 

答 対策は国の各省庁にまたがるものである
ことから、県においても今後の検討として
おり、足並みを揃えて取り組む体制整備が
必要と考え、設置すべきだと考えていま
す。 

 
問 （仮称）小規模多機能自治センターに相談

窓口を置く考えについて。 
答 センターは、中学校区を一つの圏域として

地域課題を解決していく取り組みを考え
ています。今後検討していきます。 

 
問 さりげなく支え合うしくみづくりが必要 

ではないですか。 
答 ゲートキーパー養成について市民への拡

大を始めたところであり、今後、支え合う
環境づくりについて企業をはじめ市民へ
のアプローチを強化していきます。 

 
 
 
 
問 望まない妊娠をした妊婦の相談体制につ

いて。 
答 学校や家庭児童相談室等、体系的に連携体

制をとり支援をしています。 
 
問 令和 4 年 6 月 8 日。児童福祉法が改正さ

れ、子育てに困難を抱える世帯が顕在化し
てきた事を受け、支援体制強化策として、
妊産婦等生活援助事業を創設しました。本
市の支援拡充について。 

答 滋賀県には現在受け入れられる施設はあ
りません。本市としては、母子保健事業の
施策の中で継続しておこなっています。既
存の団体としては、「のぞみ♡ハウス」 

 
 

  にて住居が不安定な母子家庭を生活再建
に向けて支援しています。 

 
問 授かった命を堕胎することなく、特別養 

子縁組みを考えてはどうか。 
答 里親制度があります。湖南市では里親と 

して 3 組の登録をいただいています。市 
が支援した一例もあり、子どもは今、す 
くすく成長をされています。引き続き各 
関係機関と連携を図りながら取り組んで 
いきます。 

 
問 身近な地域において、公的な相談相手や

制度はありますか。 
答 県の制度で、「ひとり親家庭福祉推進員」

の設置があり、小学校区に 1 名設置され
ています。 

 
問 性教育の現状について。 
答 発達段階に応じた「命を大切にする」教

育推進のため、教科の中で性教育を実施
しています。進める上では、家庭での教
育・環境が非常に重要です。望まない妊
娠を防ぐよう努めていきたいと考えます 

 
 
 
 
問 「あいのりこなん」の検証について。 
答 相乗り利用になっておらず、さらにコス

トがかかる結果となった。公共交通を継
続するために、以前の路線バス運行形態
に戻したいと考えている。 

 
問 湖南市コミュニティバスの考え方は。 
答 鉄道の駅と地域を繋ぐ交通手段と考え

ており、二次交通の基盤として重要です。
持続可能で充実したネットワークを再構
築していきたい。 

 
問 小規模多機能自治推進基本構想を見据え

た公共交通全体の見直しについて。 
答 駅と地域を結ぶ二次交通の基盤として路

線を構築し、湖南市一帯とした路線の組
み方は考えていません。 

 
問 交通系 IC カードの導入と、高齢者の運賃

の無償化について。 
答 カードについては、多額の経費がかかる

ことから導入を見送った経緯があります
が、引き続き検討していきます。高齢者
の運賃無償化については、無料券を配布
までとし、今のところ考えていません。 

 

  孤独・孤立対策 

         自殺対策について 
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  「あいのりこなん」の検証と 

       今後の公共交通について 

  

 

   追い詰められた妊婦と 

     小さな命を守る支援について 

     

  



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 3 日(月)～5 日（水）  

少子高齢化・人口減少問

題に対応した社会保障

社会福祉の見直しにつ

いて国の動向を学び、グ

ループワークで他市の

取り組みを知り、何が必

要か話し合った。大事な

仲間ができました。 
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9 月 16 日（日） 
いつ何時大地震が来
るのかはわかりませ
ん。いざ、その時のた
めに訓練の繰り返しが
重要になってきます。
災害ボランティア運営
隊に所属し、準備を進
めてきました。被災者
の気持ちに寄り添いな
がらの受援体制が重要 

研修報告と議員活動 

     6 日 石部南小学校議場訪問 

  10 日 福祉教育常任委員会 

    12 日 LGBT 多様な性人権学習会 

    16 日 小規模多機能自治タウンミーティング（三雲） 

  20 日 下田えびす神社納涼祭 

    22 日 子どもの人権学習会 

    25 日 石部南小学校カレー作り 

  26・27 日 小規模多機能自治センター学習会 

    29 日 議会報告会 

  30 日 野洲川鮎フェア 

     2 日 小規模多機能自治タウンミーティング（菩提寺） 

   5 日 甲西北中学校防災フェスタ・湖南市夏祭り 

     6 日 県民バレーボール大会応援・タウンミーティング（石部） 

   17 日 小規模多機能自治検討特別委員会傍聴 

   18 日 平和祈念のつどい・災害ボランティア運営隊 

   19 日 石部西区夏祭り 

    23 日 柑子袋夏祭り 

     1 日～26 日 9 月定例議会 

    21 日 さくら教室 

24 日 改定版 近江の芭蕉 いかいゆり子氏 

27 日 特別養護老人ホームみやのもり運営委員会 

    29 日 甲賀広域行政組合議会 

  30 日 お月見コンサート（下田） 

   

 

          

 
 
 
水戸学童保育所（69 名） 
外国籍の子ども達が多く、通訳者 
1 名ではなかなかフォローが難しい 
スペイン語圏の児童もいる。 
 
石部南学童保育所（81 名） 
児童数が多く、基準面積に対し、かな 
り狭くなっている。学校からの距離が 
あり、安全面で心配。今後、場所につ 
いて検討していく。 
 
前回の委員会を通した改善策 
発達に支援が必要な子どもの見守りについて、専門的 
視点が必要なことから、来年度、要保護児童に対する
対策推進費を計上し対応していきたい。 
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9 月 25 日 (月) 
～マイノリティ当事者
がみる世界から～ 
講師：澤井未緩氏 
差別はなくならない。
何気ない一言で人を傷
つけていないか。今一
度考える機会となりま
した。多くの参加者で
グループワークにて学
ばせてもらいました。 

議会報告＆懇談会 

令和 5 年 11 月 11 日 (土)   

石部まちづくりセンター 

           10：00～12：00 

        図書館や石部文化ホールの
事、また、東庁舎・西庁舎
とその周辺について、皆さ
んと意見交換したいと思い
ます。出張もいたします。
ご意見をお聞かせ下さい。 

部落問題と「出会う」 

 
 
 
 
 
 
 
7 月 15 日じゅらくの里オープン  7 月 16 日 宝来坂河川・環境整備    

 

 

 

 

 

 

7 月 23 日 愛宕まつり         7 月 28 日 国スポ障スポ実行委員会   

 

 

 

 

 

 

9 月 24 日 おしゃべりクッキング 9 月 24 日スポーツフェス 

7 月 

8 月 

9 月 

 
 
 
 
 
 
 
 

7 月 17 日（月・祝） 
(公財) 小さなドア代表
理事 マナ助産院院長
講師永原郁子氏 
自然出産や子育て支援
を通して地域母子保健
に携わる。「いのちと性」
の大切さを学ぶ。国の法
律が一部改正されたこ
とを学習した。 

人権尊重のつどい JIAM 研修会（保障・福祉） 

福祉教育常任委員会  閉会中の調査 

学童保育所について（現地調査 ）7 月 10 日 

 

ステーション設置・運営訓練 


